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２．相模原市の工業の概要 
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◆昭和29年の市制施行に伴い、昭和３０年、相模原市の発展のため、「工業立市」 
 の旗印を掲げ、いわゆる「工場誘致条例」を制定 
◆【当時の状況】 
・軍都計画に基づく軍事施設関連の工場などはあった。 
・伝統的な工業といわれる産業は皆無（農村） 
・日経平均株価300円台（現在：約20,000円） 
・日本初の缶ジュース「明治天然オレンジジュース」が40円で販売される。 
 （平成25年消費者物価指数：約230円） 

・市内１０４事業所の製造品出荷額等は、6億6,000万円余（平成25年：約1兆1,500億円） 

背 景  

（１）国内有数の内陸工業都市となった経過 

 

既存の工場等の育成ではなく、いわば「無」からの工業振興（企業誘致）がスタート 

昭和３０年 「相模原市工場誘致の奨励措置に関する条例」の制定 
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（１）国内有数の内陸工業都市となった経過 

昭和３０年７月 ～ 昭和３６年３月 

制定・廃止  

対 象 規 模  
① 固定資産課税標準額：3,000万円以上 ② 常時雇用：100人以上 

対 象 業 種 
新設の製造又は加工の作業施設・設備 

奨 励 措 置 

事業開始後、3年度間の固定資産相当額
に右の率を乗じた額を奨励金として交付 

初年度 100分の75
第2年度 100分の50
第3年度 100分の25

交付企業・交付総額 
 18社  約 1億 8,5００万円  認定第1号： 

カルピス食品工業 
（淵野辺に進出） 

昭和３０年 「相模原市工場誘致の奨励措置に関する条例」の概要 



国 内 有 数 の 内 陸 工 業 都 市 と し て 発 展  

２．相模原市の工業の概要 
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（１）国内有数の内陸工業都市となった経過（工場誘致条例の制定後の取組等） 

◆都市計画法に基づく工業地域の指定 
昭和 31 年  

◆首都圏整備法（※）に基づく市街地開発区域の第1号都市として指定を受ける。 
（※）首都圏の整備に関する総合的な計画を策定し、その実施を推進することにより、わが国の政治、
経済、文化等の中心としてふさわしい首都圏の建設とその秩序ある発展を図ることを目的としている。 

昭和 33 年  

◆橋本駅南側に大山工業団地が造成される。 
◆大手企業が相次いで進出【 アイダエンジニアリング、日本山村硝子等 】  

昭和 34 年  

昭和３０年代  ～  昭和４０年代  大企業等の市内進出に継続される  
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三菱重工業（株）昭和45年 操業開始 
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２．相模原市の工業の概要 
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事業所数  956   ※ 従業者数4人以上の事業所 

製造品出荷額等  約 1兆1,53９億円 

付加価値額       約 3,715 億円 

（２）工業の特徴 
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（ 2 ） 工 業 の 特 徴 （ 業 種 別 事 業 所 数 構 成 比 ）  

事業所数 
956 
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（ 2 ） 工 業 の 特 徴 （ 主 要 項 目 の 年 度 別 推 移 ）  
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２．相模原市の工業の概要 

Sagamihara City 

○内陸工業都市として発展        ⇒ 「産業の空洞化」、「住工混在問題」 
○都心に近く、臨海部へのアクセスもよい ⇒ まとまった産業用地の不足 
○高付加価値の製品や技術開発の必要性  ⇒ 人材の育成・確保、熟練技能の継承 等 

課 題  

 自然環境や生活環境への配慮のもと、計画的に産業用地を創出する中で、ものづく
りを支える産業の振興や人材の確保・育成など総合的な取組を進め、相模原市の産業
基盤を強固にする必要がある。 

展 望  

【取組の方向性】ものづくり産業の振興 相模原市の基幹産業の製造業の振興 
 ⇒ 既存工場の操業環境の保全、新たな産業用地を創出し、企業誘致を推進 
【主な事業】  
 ⇒ 工業用地の保全・活用事業、企業の立地促進事業、ものづくり人材の確保・育成事業 

取組の方向性 

（ 3 ） 現 状 と 課 題  



 

（例）住 工 混 在 問 題 

工業地域 

工業専用地域 
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（例）住 工 混 在 問 題（工業地域内） 

建設中の住宅 

工 場 
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３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（1）さがみはら産業集積促進方策（STEP50）の策定 

【 背  景 】  

◆バブル経済崩壊後、製造業の「産業の空洞化」に直面  

◆製造業の事業所数や従業員数、製造品出荷額等が大幅に減少  

◆雇用や税収への影響  

◆工業用地が住宅用地に転換（住工混在問題）  

平成時代（1989年～）における新たな企業誘致策の必要性  

空洞化対策等の必要性から、さがみはら産業集積促進方策の制定 



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 
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相 模 原 市 の 今 後 ５ ０ 年 を 見 据 え  

ＳＴＥＰ５０ とは  

（1）さがみはら産業集積促進方策（STEP50）の策定 

S a g a m i h a r a  
T o m o r r o w  
E x p a n s i o n  
P r o j e c t  

明 日 の 発 展 ・ 飛 躍 に 向 け た 歩 み （ S T E P ）  

S  
T  
E  
P  



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 
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（1）さがみはら産業集積促進方策（STEP50） 

 
◆都市の自主性と自立性を確保し、豊かな市民生活の実現や、次世代に誇れる 
 まちづくりを進めるためには、産業の空洞化に歯止めを掛け、地域経済の活 
 性化や雇用の創出を図ることが必要不可欠である。 
◆首都圏南西部における広域交流拠点都市の形成に向けた取組の中で、７２万 
 都市のポテンシャルを最大限に活かした積極的な産業振興に努める。 

基 本 理 念  

 

◎優れた操業環境の保全と工業系産業用地の創出を目指す。 
 

◎立地特性をさらに高めるための企業誘致と、雇用の創出・拡大を目 
 指す。 
 

◎将来にわたる持続的な市内産業の発展と、より強固な産業集積基盤 
 の形成を目指す。 

目指すところ  



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（1）さがみはら産業集積促進方策（STEP50） 

１ . 「 相 模 原 市 産 業 集 積 促 進 条 例 」 の 制 定  
 
２ . 「 相 模 原 市 産 業 集 積 促 進 基 金 条 例 」 の 制 定  
 
３ . 「 中 小 企 業 施 設 整 備 特 別 融 資 制 度 」 の 制 定  
 
４ .  企 業 誘 致 等 の 推 進 体 制 の 整 備  

具体的な方策  



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 
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（1）さがみはら産業集積促進方策（STEP50）「相模原市産業集積促進条例」 

第１期 … 平成１７年１０月 ～ 平成２２年３月（４年６箇月） 
第２期 … 平成２２年 ４月 ～ 平成２７年３月（５年） 
第３期 … 平成２７年 ４月 ～ 平成３２年３月（５年） 

条例の制定・期間  

条例の概要・目的  

 ① より強固な産業集積基盤の形成 ② 立地企業への奨励措置を講じる 

① 適 用 対 象 地 域  ⇒ 工 業 系 用 途 地 （ 工 業 専 用 地 域 等 ）  
② 適 用 対 象 業 種  ⇒ 製 造 業 、 情 報 通 信 業 、 自 然 科 学 研 究 所  
③ 最 低 投 資 額   ⇒ 大 手 企 業 1 0 億 円  中 小 企 業 1 億 円  

奨励措置を受けるための要件  



建物に係る工事請負契約額の３％の額を交付 

３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（1）さがみはら産業集積促進方策（STEP50）相模原市産業集積促進条例（第３期） 

主 な 奨 励 措 置  

○リーディング産業の誘致   

 土地取得費、建物取得費の１０％ （上限１０億円）              

 ※ ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ産業：本市経済をけん引する産業 
 「航空宇宙」、［ロボット」、「環境・エネルギー」、「医療」、 
 「健康」、「自動車」、「電気・電子」、「精密機械」、「金属製品」等 

○本社の誘致   

  工場立地と共に本社を市外から市内へ移転した場合、奨励金に加算金10％を上乗せ 

○市内企業活用の促進【 市内に本店がある建設業者に建設発注した場合 】 

  



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（1）さがみはら産業集積促進方策（STEP50）奨励措置を講じる必要性のポイント 

① 経済波及効果・費用対効果が高い 
   ⇒ 中堅企業等の立地による市内企業の取引増大、昼間人口の増大 等 
② 市税の増収 
   ⇒ 市政運営の根幹となる市税の増収（企業に対する交付金支払総見込額を超える） 
③ 雇用の創出・拡大 
   ⇒ 働く意欲のある市民が、能力を発揮し、安定した生活を送ることができる社会の実現
④ 職住近接等による地域活性化 
    ⇒ 生産労働人口の市内定住化による活力、地域ネットワークの形成 等 
⑤ 産業集積基盤の強化と産業振興に資する 
   ⇒ 相互に関連性の深い企業の効率的な分業や情報収集が可能となり、技術力向上、生産 
     性向上等のイノベーションを促進する効果をもたらし、産業振興に資する。 
⑥ 行政需要の多様化への対応、持続可能な都市経営の実現 
   ⇒ 少子高齢化や環境問題など多様化への対応、市民サービスの向上、サステナビリティ 
⑦ 市の施策として積極的な推進が図られるものであること。 
    ⇒ 総合計画等への位置付けによる明確な取組の方向性が示されている。 
⑧ 条例化していること。（市議会で審議され可決されていること。） 
    ⇒ 条例化は必須ではないが、手続等透明性確保が必要 
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３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（2）STEP50の推進体制 （ワンストップサービス） 

企業立地の際には、道路や下水道のインフラ関係を始め、開発・農地転用
など立地予定場所の土地利用に関する行政の許認可関係等企業が対応しな
ければならない様々な事項があり、調整に日時を要することから相模原市
への立地を促進するためワンストップで受け止める仕組みを構築 

「企業立地等調整会議」の設置等ワンストップ対応 

背 景 

企業が立地に際して抱える課題に対して効率的かつ効果的な立地を推進 

目 的 

企業が抱える主な課題 
◆土地関連【土壌汚染対策、隣地境界の未確定、雨水調整池の設置、敷地内埋設物】 
◆建物関連【既存事業所の建築基準不適合、危険物貯蔵所・消防設備の適合性】 
◆周辺環境関連【緑地・環境施設の配慮、騒音、大気汚染、夜間帯の操業時間】 
◆企業自身の体質【高度な技術を所有 ⇒ マンパワー不足等により経営基盤が弱い】 



効率的かつ効果的で真摯な対応により企業との信頼性も構築 

３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（2）STEP50の推進体制 （ワンストップサービス） 

対 応 
◆企業の求めに応じる場合や課題が多岐にわたる場合等必要に応じて随時
「企業立地等調整会議」を開催し、スピーディーに対応 
◆本課が庁内関係各課と個別調整し、取りまとめ対応 
◆事案の事前整理 
 ⇒ 会議の招集前に予め解決可能な課題等は把握して調整を済ませる。  
◆会議の開催等 
 ・企業、庁内関係各課との日程調整のうえ、開催通知の発送 
 ・会議の議事進行と結果の共有 
◆立地までの継続支援 
 ・企業からの照会（疑問事項、懸念事項等）、要望等に対して地道な 
  支援を継続 



⑥コーディネーターに連絡  

市 

①
立
地
相
談  

地権者 企 業 

コーディネーター 
（複数） 

②用地情報提供依頼   

④適地情報報告   

⑤適地情報  ③適地調査 
 意向確認 
 （媒介契約）  

⑦交渉 
⑨契約成立   

⑧状況報告  

３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（2）STEP50の推進体制 （ワンストップサービス） 

企業立地マッチング促進事業のスキーム 

⑩ 実績報告（所有権移転後） 

⑪ 市が謝礼支払い 



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（2）STEP50の推進体制 （ワンストップサービス） 

市内に立地を希望する企業と、売り物件の情報を、迅速かつ的確に結びつけるため、
専門的な知識・経験・ノウハウ、用地に関する情報ネットワークをもつ不動産関係
者や金融機関の協力を得て、企業立地促進の強化を図る。 

「企業立地マッチング促進事業」によるワンストップ対応 
趣旨 

「さがみはら産業集積促進方策（ＳＴＥＰ５０）」を理解し、企業立地の
促進を相模原市と協力して行う事業者を「企業立地コーディネーター」と
位置付け、相模原市との協定に基づき、立地動向の情報収集を行うととも
に、企業の要望に応じて、土地探し、用地交渉等を行い、企業立地の実現
化を図る。【現在：企業立地コーディネーター３０社登録】 

企業立地コーディネーターの設置 

企業立地マッチング促進事業の対象企業 

◆STEP50適用対象企業 （製 造 業 、 情 報 通 信 業 、 自 然 科 学 研 究 所 ） 



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（2）STEP50の推進体制 （ワンストップサービス） 

「企業立地マッチング促進事業」によるワンストップ対応 

◆宅地建物取引業法による宅地建物取引業者（法人に限る。） 
◆納期限の到来した国税、都道府県税及び市町村税を完納していること。 

企業立地コーディネーターの要件 

企業立地コーディネーターの業務 

◆相模原市が依頼する条件の事業用地の情報収集、調査、地権者の意向確 
 認を行い、相模原市に情報提供すること。 
◆立地希望企業と地権者のマッチングをすること。 
◆成果記録の作成、報告をすること。 



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（2）STEP50の推進体制 （ワンストップサービス） 

「企業立地マッチング促進事業」によるワンストップ対応 

◆成功報酬 100円/㎡当たり（千円未満切捨て）【上限：1,000千円/1件当たり】 
企業立地マッチング成功時の報酬の支払 

企業立地コーディネーター会議の開催 

◆年に最低１回、企業立地コーディネーターとの情報交換を実施 
◆相模原市の企業立地に関する取組を説明 
◆立地希望企業の情報提供をし、企業立地コーディネーターに協力を依頼 
◆企業立地コーディネーターから企業の移転や進出情報の提供を受ける。 

◆企業立地コーディネーターが立地希望企業の事業用地を探し、売買契約が締結さ 
 れた場合は、相模原市が当該企業立地コーディネーターに謝礼を支払う。 

日常的にも企業進出等に係る情報共有が可能（ネットワークの形成） 



Sagamihara City 

１．相模原市の紹介 
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３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（3）ワンストップサービスの類型（住民向け・企業向け） 

背景 

◆神奈川県が運営するパスポートセンターの出張所が、平成１０年に相模 
 原市内に開設された。⇒ 開設日は週１回で申請のみの受付で受取が不可 
◆受取は相模原市役所がある中央区から片道約７０分かかる本所（横浜市） 
 又は約５０分かかる県央支所（厚木市）へ行く必要があった。 

住民向けワンストップサービス 

取組内容 

◆神奈川県と事務権限移譲の調整を実施し、相模原市が運営するパスポー 
 トセンターを市内に２箇所設置 
◆申請の利便性を図るために、戸籍証明書の発行を行う「連絡所」を併設 

パ ス ポ ー ト セ ン タ ー の 開 設 



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（3）ワンストップサービスの類型（住民向け・企業向け） 

住民向けワンストップサービス 

効 果 

◆こうした取り組みにより旅券については基本的にワンストップで申請が可能と 
 なった。 
◆相模原市民の旅券申請の約９割が市内のパスポートセンターで行われている。 
◆【従前】相模原市役所のある中央区から県央支所へ申請 ⇒ 移動時間約５０分 
◆【現在】橋本パスポートセンターへ申請        ⇒ 移動時間約２５分 

パ ス ポ ー ト セ ン タ ー の 開 設 

移動に係る時間が半減 

○市民に身近な場所で利便性の高い窓口サービスの提供が実現 
○多くの市民から「便利になった」という意見が寄せられている 
○市民サービスのすそ野の広がり 【市民サービス機会の最大化】 



 

商 業 ビ ル 内（案内表示） 

橋本パスポートセンター ２０１３年６月３日 開設 



 

戸籍証明書の発行を行う橋本駅連絡所を併設 
橋本パスポートセンター 



Sagamihara City 

証明写真機の設置 



 

併 設 の 橋 本 駅 連 絡 所  橋本パスポートセンター 



 

併 設 の 橋 本 駅 連 絡 所 内  



 

併 設 の 橋 本 駅 連 絡 所 内 （ 戸 籍 証 明 書 の 申 請 記 載 場 所 ）  



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（立地関係として） 
事業所の海外移転などによる工業地域、準工
業地域等における産業の空洞化や住工混在
による工場の操業環境の低下などの現状に
対して、工業用地の保全と新たな産業用地の
創出が課題となっている。 

併 設 の 橋 本 駅 連 絡 所 か ら 橋 本 パ ス ポ ー ト セ ン タ ー へ  



 

橋 本 パ ス ポ ー ト セ ン タ ー 側 か ら 併 設 の 橋 本 駅 連 絡 所 方 向  



Sagamihara City 

橋 本 パ ス ポ ー ト セ ン タ ー の 申 請 窓 口  



Sagamihara City 

パ ス ポ ー ト セ ン タ ー の 申 請 受 付  



Sagamihara City 

橋 本 パ ス ポ ー ト セ ン タ ー の 受 取 窓 口  



Sagamihara City 

自 動 窓 口 受 付 シ ス テ ム  



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（3）ワンストップサービスの類型（住民向け・企業向け） 

企業向けワンストップサービス 
日常の準備・体制 

◆市場動向、業界情報の把握に基づく企業活動の動きを早期把握 
◆日常的に企業等との情報交換等を実施し信頼関係を構築 
◆市内・市外出張の際の現地の企業の操業状況等の確認 

相 模 原 市 の 企 業 へ の ア プ ロ ー チ 

相談～立地 
◆立地までワンストップでの総合的・継続的支援【許認可手続、建物建設等への支援】 

◆金融機関、企業立地コーディネーター等とのネットワークを活用 
◆関係者との豊富なコミュニケーション 等 

積極的な 
企業訪問 

「アタック」 

立地後 

◆企業の人材育成の支援（後継者不足対策等） ◆生産性向上の支援（ロボット化） 
◆研究開発支援  ◆販路開拓支援 ◆ＢＣＰ支援  等  

様々な場面での踏み込んだ支援の展開 

様々な企業支援の展開 



Sagamihara City 
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相模原市と企業の信頼関係の構築 

３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 

Sagamihara City 

（4）相模原市と企業にとってのメリット（企業と相模原市の信頼関係の構築） 

企業のメリット 

市から適切な情報・継続的で真摯な対応 

◆土地・建物の固定資産の新規取得 

 ⇒ 資金借入による利子等返済による財務 
  状況の硬直化の不安【慎重な行動】 
◆現従業員の継続雇用の可能性の懸念 
 ⇒ 貴重な戦力（従業員）が新工場に通勤 
 不可の場合は立地を断念 
◆下請・協力企業の減少、国内市場の縮小 
◆人材確保・育成の課題（熟練工の退職）等 

相模原市のメリット 

地域の活性化【産業振興】 

◆企業の市内進出に係る懸念事項の解 
 消による市内立地の可能性の高まり 
◆相模原市のアピール 
◆相模原市のアナウンスメント効果向上 
◆相模原市職員の自信、キャリア形成 
◆立地が確定した場合の関係性の継続 
◆企業の立地の覚悟（永続的な操業）に 
 対する総合的な支援により相模原市の 
 自立性・安定性・継続性が高まる。 

問題・懸念事項 



３．相模原市の企業立地等に係る課題への対策 
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（4）相模原市と企業にとってのメリット（企業が立地を決定したポイント） 

企業が相模原市に立地する主な理由 

◆工業支援の市の取組が明確【工業立市のＤＮＡ、総合計画等への位置付け】 
◆支援措置の条例化による手続の透明性の確保 
◆支援措置は多彩なメニュー・手厚さがあり国内トップクラス 
◆豊富な人材【新規従業員の確保のしやすさ】 
◆平坦で安定した強い地盤によるＢＣＰ対策  ※支持層（礫層）が比較的浅い、ローム層 

◆相模原市内での消費に加え、東京都心の消費地への近接性 
◆交通インフラの高さ【市内2箇所の圏央道ＩＣ、鉄道の都心等へのアクセスの良さ】 
◆相模原市のポテンシャルの高さ【リニア、小田急多摩線延伸、広域交流拠点都市の形成】 

◆立地で終わりではない、研究開発支援、産学官金連携などの支援体制の充実さ 
◆これらの相模原市が持つ総合性により「拠点化」の実現性が可能 
◆相模原市への信頼感【担当職員の情熱、本気度、迅速な情報提供、真摯な対応】 

表 土 層 

ローム層 

砂 礫 

イメージ断面図  
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（4）相模原市と企業にとってのメリット（STEP50の成果） 

実 績 【第１期・第2期】 

○事業計画認定件数         １１０件            
○総投資見込額         約  １ ,４００億円  
○奨励金交付見込額        約   ８６億円        
○これまでの税収増の累計額    約   ４６億円       
○新規雇用人数    
 正社員：約  ４ ,０００人  、パート：約  ２ ,６００人  
○認定事業の工場敷地面積     約８７ .5  ha 
○工業用地継承          約  ２ .１ha             
○工業系地区計画導入       約１２ .0  ha 

 
バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 の 
産 業 の 空 洞 化 に 歯 止 め 

◎新たな都市づくりの拠点や市内30年企業を支援 

◎自立した都市の経済面における拠点性の向上 



 大野台企業団地 
面  積 約6.3ha 
立地企業    15社 相模原ゴルフクラブ 



Sagamihara City 

 ＳＴＥＰ５０による立地企業「日本ゼトック株式会社」 



Sagamihara City 

ＳＴＥＰ５０による立地企業「スリーボンドファインケミカル株式会社」 
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推計値 

・出生率低下、高齢者長寿化により少子高齢化は進行、2060(H72)年には高齢化率42.3％ 
・2010(Ｈ22)年に比べて2060(Ｈ72)年の生産年齢人口は４割減、高齢者人口は7割増 

■年少人口： 
 0～14歳 
■生産年齢人口： 

 15~64歳 
■高齢者人口： 

 65歳～ 

（％） 

データ：総務省統計局「人口推計」、さがみはら都市みらい研究所「2010年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計」 Sagamihara City 

（1）相模原市の目指す姿 【年齢３区分別人口推移と高齢化率推移（1975年～2060年）】 

４．今後の展開  

（千人） 



・全国では既に生産年齢人口の減少は始まっている。 
・相模原市では団塊Ｊrの比率が高く、高齢化の進展は比較的緩やかだが将来的には全国の高齢化率を超える。 
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Sagamihara City 

４．今後の展開  
（1）相模原市の目指す姿 【急速な高齢化（2010年～2060年）】 

人
口
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推
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国
） 
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構
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推
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（
相
模
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(※)  団塊Jr：1971年～1974年生まれ 



４．今後の展開  
（1）相模原市の目指す姿 

相模原市の持つポテンシャルを最大限に生かした戦略的企業誘致 

圏央道相模原ＩＣ 相模原駅周辺まちづくり 

リニア中央新幹線の駅設置・橋本駅周辺まちづくり 
相模原駅周辺まちづくりのイメージ 

Sagamihara City 



４．今後の展開  
（1）相模原市の目指す姿 （圏央道IC周辺の産業用地創出に向けた拠点整備) 



Sagamihara City 

●産業集積基盤のさらなる強化 ●持続可能な都市経営の実現 

４．今後の展開  
（1）相模原市の目指す姿 

（2）これまでの取組における課題とその対応策 

    ●産業の空洞化、国内市場の縮小、雇用の場の減少 等 
    ●既存の工業地域において活用できる事業用地が少ない。 
    ●新たな産業用地の創出までに今後数年間を要すること 等 
課題 

●今後も相模原市の基幹産業（製造業）を中心に強固な産業集積基盤の形成 
●正規雇用の拡大（効率的分業、市内取引の増大等大きな経済波及効果による） 

●市内及び市外企業のリニューアルや新規投資等の工場立地の動向を的確に 
 把握する調査・企業訪問の実施 

対応策 



４．今後の展開  

Sagamihara City 

（3）具体的な取組とそのポイント 「企業立地動向調査の実施」 

◆市内企業のリニューアルや新規投資等の工場立地動向を的確に調査・把握
◆市内の工業系用地の有効的かつ効果的な土地利用を促進 
◆産業振興による地域活性化・地方創生の実現【国の地方創生先行型交付金を活用】 

調査の目的 

内容のポイント 
◆ＳＴＥＰ５０の積極的周知（説明会実施、企業訪問時、展示会、金融機関等へ配布） 

◆相模原市内の企業・市外企業に対する産業用地情報の提供（上期・下期） 
◆アンケート調査の実施とこれに基づく企業訪問（上期・下期） 
◆【下期集中型】アンケート調査・これに基づく積極的な企業訪問の展開 

●企業がこれまでに立地した経緯等踏まえた企業の最新情報や新規投資の動向の把握 
●専門的かつ幅広い企業情報の収集が可能 
●新たな企業との関係性の構築による将来の相模原市内への立地可能性の向上 



４．今後の展開  

Sagamihara City 

（3）具体的な取組とそのポイント （今後のSTEP50の行方） 

立地に係る事業計画の認定見込等 

立地計画の認定見込み 

約  ６  ０  件  

立地企業の総投資見込額 

約  ６５０  億円  

企業への奨励金交付見込額 

約  ７ ０  億 円  

費用対効果の見込み 

概ね平成34年に税収増の累計額が 
奨励金の交付総額を上回る見込み 



Sagamihara City 

４．今後の展開  

●リーディング産業（本社を含む）の積極的な立地を実現 

●リーディング産業の育成【産学連携、研究開発・販路開拓支援】 

●産業を支える人材の育成【企業、大学等との連携 】 

●企業の積極的な設備投資が継続して行われることへの期待 

● 将 来 に 向 け て 持 続 可 能 な 都 市 経 営 の 実 現 

● 産 業 集 積 基 盤 の さ ら な る 強 化 

●相模原市民の雇用の促進【女性の社会での活躍を支援】 

●経済波及効果の増大【市内企業間取引・昼間人口の増大】 

（3）具体的な取組とそのポイント 【 ま と め 】  



Sagamihara City 

Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ Ｉｎｄｏｎｅｓｉａ 2014  

展示会場の風景 



Sagamihara City 

Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ Ｉｎｄｏｎｅｓｉａ 2014 相模原ブース 
SAGAMIHARA  INDUSTRIAL  CITY IN  JAPAN 



Sagamihara City 

Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ Ｉｎｄｏｎｅｓｉａ 2014 相模原ブース 

（株）向洋技研【テーブルスポット溶接機】 



Sagamihara City 

Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ Ｉｎｄｏｎｅｓｉａ 2014 相模原ブース 

コジマ技研工業（有）【食用品串刺機】 



Sagamihara City 

S a g a m i h a r a  

T o m o r r o w  

E x p a n s i o n  

P r o j e c t  



Sagamihara City 

三井大橋 相模湖 

インナーガーデン（橋本） 相模の大凧まつり 



Sagamihara City 
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